
矢状面間のスペクトラルキューの類似性＊

◎板垣篤恵，森本政之（神戸大・工），伊藤元邦，飯田一博（松下電器）

1　はじめに

上半球面の音像知覚に関して，森本ら【l］は

側方角αと上昇角β（Fig，1）で音像方向を表す

と，両耳間差キューとスペクトラルキューで

独立に扱え，またdirectionalband［2］の現象が

どの矢状面でも成り立っことから，「上昇角

知覚のスペクトラルキューは矢状面間で共通

である」という仮説をたてた。この仮説をも

とに，森本ら［3］は正中面のHRTFと両耳間差

情報を再現することによって，正中面以外の

矢状面においても精度よく音像制御できるこ

とを，定位実験で確認した。

一方で，上昇角知覚のスペクトラルキュー

に関して，従来から実測HRTFの振幅スペク

トルにおけるピーク（P）やノッチ（N）が着目さ

れており［4］，近年，飯田ら【5】はRNを抽出

し再構成させたパラメトリックHRTFによる

音像制御を提案した。定位実験を行い，精度

よく音像制御できること，特に第1Peak（Pl），

第1Notch（Nl）および第2Notch（N2）が音像の上

昇角知覚の手がかりとして寄与が高いことを

明らかにした。

これらのことより，上昇角知覚のスペクト

ラルキューとなるRNが異なる矢状面間で共

通した傾向をもつことが考えられる。本研究

ではRNの周波数について，矢状面間で比較

し類似性を検討する。
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Fig．l De丘nitionofthecoordinatesystem．α

isthelateralangleandβistheverticalangleof

asoundsource，S．

2　上半球面HRTFの測定

KEMAR擬似頭および実頭（2名）の右上半球

面HRTFを無響室内で測定した。音源方向は

3つの矢状面（α＝00，300，600）において，それ

ぞれ上昇角7方向（β＝00－1800，300step）とした。

HRTFの測定は，KEMARおよび実頭の外耳

道入口に被験者ごとに作成したear－micを挿

入して行った。

3　矢状面間の比較

測定した各被験者のHRTFの振幅スペクト

ルから，極大点と極小点を抽出してRNとし，

2種類の方法により検討した。

3．1検討方法1

抽出した複数のRNの中から，音源方向の

上昇角の変化に伴った，P，Nの変動の傾向を考

慮して，矢状面別にPl，Nl，N2を選定した。

選定したPl，Nl，N2の周波数を被験者別に比

較した結果をFig．2に示す。Plに関しては，どの
被験者においても比較的良い一致が見られる。

NlやN2に関しても，一部で良い一致が見ら

れるが，被験者Bのβ＝900（Nりやβ＝1200，

1500（N2）のように，大きく離れた点も見られる。
3．2検討方法2

方法1で大きく離れた点について，HRTF

の振幅スペクトルに再び着目すると，Fig．3の

ように，選定したR N（○）と別に，周波数軸

上で同じようなところにRN（●）が存在する。

そこで「上昇角知覚のスペクトラルキューは

矢状面間で共通である」という仮説をもとに，

α＝00のPl，Nl，N2を基喪として，周波数軸上

で対応するRNに着目し，上昇角別に選定し

なおした。その結果，方法1において

α＝300，600のHRTFから選定したPl，Nl，N2

の計126点のうち，20点が変更された。先ほ

どと同様に周波数を比較した結果をFig，4に

示す。前方でばらつきの残るところも見られ

るが，方法1のFig．2に比べてPlのみならず，

NlやN2においても良い一致が見られる。

．Similarityofspectralcueamongsagittalplanes．ByITAGAKIAtsue，MORIMOTOMasayuki（Fac．of
Eng．，KobeUniv．），lTOHMotokuniandIIDAKazuhiro（AVCoreTbchnologyDevelopmentCenter，
MatsushitaElectricInd．Co．，Ltd，）
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Fig．2　Thefrequencies of speCtralpeak and
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Fig．3　Spectralpeak and nowhes ofmeasured

HRTFs of su切ect Bin the sagittal planes．（β
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linedenoteα：00，300，and600，reSpeCtively．
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Fig．4　AsFig．3byMethod2・

4　まとめ

各矢状面におけるHRTFを測定し，振幅ス

ペクトルから抽出したR Nを比較した結果，

異なる失状面においても周波数軸上で対応し

た位置にRNが共通して見られた。この結果

は「上昇角知覚のスペクトラルキューは失状

面間で共通である」という仮説を支持してお

り，正中面に対するパラメトリックHRTFを

用いることによる，上半球面における音像制

御の可能性が示唆される。
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